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土井健司さん

現
在
、
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
で
は
訪
日
外
国
人

の
利
用
者
に
向
け
て
「
安
全
運
転
の
し
お
り
」

を
配
付
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
あ

ま
り
読
ま
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
多
言
語
（
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
・
タ
イ
語
・
マ
レ
ー
語
）
に

対
応
し
た
3
分
程
度
の
啓
発
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

動
画
の
制
作
に
着
手
し
、
平
成
29
年
度
中
の
完

成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

「
今
回
の
研
究
調
査
で
得
た
結
果
を
活
か
し

て
、
啓
発
す
る
ポ
イ
ン
ト
も
国
ご
と
に
変
え
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
に
向
か
う
飛

行
機
の
中
や
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
手
続
き
の
待
ち

時
間
な
ど
に
気
軽
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
」。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
今
後
さ
ら
に
訪
日
外
国
人
の
レ
ン
タ

カ
ー
利
用
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
2
年
目
を

迎
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
よ
り
信
頼
性
の
高

い
対
策
の
立
案
に
向
け
て
、We
b
上
で
訪
日
経

験
の
あ
る
外
国
人
へ
の
大
規
模
な
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

分
析
の
結
果
、
地
域
・
国
籍
別
に
特
徴
的
な

違
反
項
目
を
抽
出
し
た
。（
上
表
参
照
）
さ
ら

に
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
外
国
人
運
転
者

は
「Com

prehension

」
に
関
わ
る
違
反
項
目

の
構
成
比
が
日
本
人
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
加
え
て
、
地
域
別
の
比
較
で
は
、

東
ア
ジ
ア
は
「Priority

」、
東
南
ア
ジ
ア
は

「Priority

」
と
「Com

prehension

」、
南
米
・

北
米
は
「Speed

」
に
関
す
る
違
反
の
構
成
比

が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る

「
E
T
C
2
・
0
車
両
運
行
管
理
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
社
会
実
験
」
で
（
株
）
デ
ン
ソ
ー

が
取
得
し
た
デ
ー
タ
の
一
部
を
分
析
し
、
一
定

期
間
内
に
北
海
道
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
た
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日
本
人
と
外
国
人
の
急
ブ
レ
ー
キ
発
生
場
所
を

比
較
し
た
。
結
果
と
し
て
、
外
国
人
は
日
本
人

に
比
べ
、
人
口
集
中
地
区
外
で
の
急
ブ
レ
ー
キ

発
生
割
合
が
大
き
く
、
場
所
は
交
差
点
や
そ
の

付
近
以
外
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
こ
れ
は

外
国
人
が
日
本
人
に
比
べ
、
交
通
量
が
少
な
い

状
況
お
よ
び
単
路
で
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
生
じ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
」
と
土
井
さ

ん
は
指
摘
す
る
。

土
井
さ
ん
ら
は
、
昨
年
10
月
18
～
23
日
に

関
西
国
際
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
た
訪

日
外
国
人
に
ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
調
査
も
実
施
し
て

い
る
。
主
な
対
象
は
特
に
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
の

多
い
香
港
、
台
湾
、
韓
国
か
ら
の
観
光
客
で
、

We
b
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
68
人
か
ら
有
効
回

答
が
得
ら
れ
た
。
65
人
が
ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
を
経
験

し
、
そ
の
77
％
は
交
差
点
と
回
答
し
て
い
る
。

「
交
差
点
と
回
答
し
た
半
数
は
、
信
号
機
の

無
い
交
差
点
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
比
較
的
小

さ
な
交
差
点
や
双
方
向
の
交
通
が
分
離
さ
れ
て

い
な
い
小
さ
な
道
路
で
、
出
会
い
頭
衝
突
を
起

こ
し
そ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
土
井

さ
ん
は
考
察
す
る
。

ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
加
え
、「
運
転
に
対

す
る
態
度
お
よ
び
考
え
方
を
問
う
質
問
項
目
」

に
も
回
答
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に

運
転
者
を
次
の
4
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
ド
ラ
イ

バ
ー
群
）
に
分
け
た
。
そ
し
て
、各
ク
ラ
ス
タ
ー

に
応
じ
た
対
策
を
検
討
し
た
。
例
え
ば
、
運
転

技
能
が
低
い
ク
ラ
ス
タ
ー
3
、
4
に
対
し
て
は
、

右
左
折
が
苦
手
な
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
右
左

折
の
仕
方
（
直
進
・
左
折
優
先
な
ど
）
を
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

近
年
、
外
国
か
ら
日
本
に
訪
れ
る
（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
）
観
光
客
数
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

に
伴
い
、
人
気
の
高
い
北
海
道
や
沖
縄
で
は
訪

日
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
も
増
え
、
日
本

人
と
異
な
る
運
転
慣
習
を
持
つ
外
国
人
の
交
通

事
故
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

「
私
の
専
門
は
都
市
交
通
計
画
で
す
が
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
手
が
け
て
い
く
中

で
、
観
光
と
い
う
テ
ー
マ
も
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

観
光
に
つ
い
て
は
前
向
き
な
話
が
多
い
の
で
す

が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
契
機
に
日
本
の
社
会
が

国
際
化
さ
れ
た
時
、
道
路
交
通
上
で
ど
の
よ
う

な
問
題
が
起
き
て
く
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
」
と
、

土
井
さ
ん
は
平
成
28
年
度
に
（
公
財
）
国
際
交

通
安
全
学
会
で
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
運

転
行
動
に
影
響
を
与
え
る
交
通
・
安
全
文
化
に

関
す
る
国
際
比
較
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
前

年
度
、
土
井
さ
ん
は
同
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
韓
国
や
台
湾
の
交
通
文
化
や
交
通
事
故
に
つ

い
て
調
査
し
、
論
文
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の

内
容
に
警
察
庁
も
注
目
し
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
同
庁
と
連
携
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
土
井
さ
ん
は
警
察
庁
が
持
っ
て
い
る

平
成
25
～
27
年
の
日
本
国
内
に
お
け
る
国
籍
別

交
通
違
反
お
よ
び
事
故
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、

地
域
・
国
籍
別
の
運
転
慣
習
を
「Priority

」

「Speed

」「Com
prehension

」
と
い
う
3
つ

の
視
点
で
特
徴
づ
け
を
行
っ
た
。「Priority

」

は
道
路
空
間
上
に
お
い
て
他
者
（
車
両
・
歩

行
者
）
と
交
錯
す
る
際
の
優
先
関
係
を
表
し
、

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
の
発
生
や
そ
の

確
率
に
関
わ
る
。「Speed

」
は
走
行
時
の
速

度
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
表
し
、
交
通

事
故
発
生
時
の
危
害
の
大
き
さ
に
関
わ
る
。

「Com
prehension

」
は
交
通
規
制
、道
路
標
示
・

標
識
の
正
し
い
理
解
を
表
し
、
交
通
事
故
の
予

防
の
前
提
と
な
る
。

訪
日
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
急
増
に
伴
う

交
通
事
故
リ
ス
ク
の
把
握
と
軽
減
策
の
提
案

地
域
・
国
籍
別
の
運
転
慣
習
を

3
つ
の
視
点
か
ら
特
徴
づ
け
る

E
T
C
2
・
0
を
活
用
し
、

危
険
箇
所
を
抽
出

土井さんは（公財）国際交通安全学会「平成 28 年度研
究調査報告会」（下記参照）で「運転行動に影響を与え
る交通・安全文化に関する国際比較─訪日観光客のレン
タカー利用急増に伴う交通事故リスクの把握と軽減方策
の提案─」というテーマで成果を発表した

　4 月 14 日、経団連会館（東京都千代田区）
で、（公財）国際交通安全学会「平成 28 年度
研究調査報告会ならびに学会賞贈呈式」が開
催された。研究調査報告会は、平成 28 年度
に成果が明らかになった研究調査プロジェクト

の中から「アクセルとブレーキの踏み違いに関係する高齢者の認知・行動特性の分析」「カ
ンボジア王国プノンペン市における交通安全向上に関する実証的研究」「通学路 Vision 
Zero －通学路総合交通マネジメントの提案に向けて－」「運転行動に影響を与える交通・
安全文化に関する国際比較」「自動車の自動化運転：その許容性を巡る学際的研究」の 5
つのテーマが発表された。
　また、38 回目となる国際交通安全学会賞の贈呈式もあわせて行われ、業績部門では富
山市による「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりの展開」が受賞した。

運
転
者
の
特
性
別
に
対
策
を

検
討
し
て
い
く
た
め
に

安
全
運
転
啓
発
の
た
め
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
制
作

●（公財）国際交通安全学会

様々な交通問題に
関する研究成果を発表

News
 Review

地域・国籍別 特徴的な違反項目

　　　: 地域共通で傾向が強い違反項目　　　　：全外国籍の中で最も傾向が強い違反項目

韓国 中国 台湾 フィリピン ベトナム タイ ブラジル ペルー アメリカ

東アジア 東南アジア

Priority

Speed

Compre-
hension

信号無視 信号無視 歩行者妨害 歩行者妨害

酒酔い
酒気帯び

一時不停止 一時不停止 一時不停止 一時不停止 一時不停止 一時不停止

酒酔い
酒気帯び

酒酔い
酒気帯び

酒酔い
酒気帯び

酒酔い
酒気帯び

最高速度
30㎞以上

最高速度
30㎞以上

通行禁止 通行禁止 通行禁止 通行禁止 通行禁止 通行禁止

追越し
通行区分

追越し
通行区分

追越し
通行区分

追越し
通行区分

踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等 踏切不停止等

右左折方法 右左折方法 右左折方法

駐停車違反 駐停車違反 駐停車違反

歩行者妨害

最高速度
30㎞以上

駐停車違反

北米・南米

最高速度
30㎞未満

クラスター 1
＜ 36.4％＞

クラスター 2
＜ 21.8％＞

クラスター 3
＜ 29.1％＞

クラスター 4
＜ 12.7％＞

運転技能及び交通安全
意識が高い優秀なドラ
イバー群

他者に影響されず自由
な運転を志向するドライ
バー群

危険認知力及び運転技
能が低く、無謀な運転
傾向の高いドライバー群

運転技能は低いものの
慎重な運転を行うドライ
バー群

＜＞内は構成比。有効回答数：55




